
 

 

 

 

 

 

■ 留学生よ、さぁ関大に！ 外国人留学生の“未来保証”に向けた挑戦 ■ 

CARES フォーラム in 大阪「外国人留学生の卒業後の定着を考える」 
留学生就職シンポジウム「拡大する高度人材活用の獲得と定着」

の 2大イベントを開催 
【日 時】 1 月 23日（火） ①12：20 ～ 15：10  ②15：40 ～ 18：00 

【場 所】 梅田キャンパス ①4階多目的ホール ②8階 KANDAI Me RISE ホール 

このたび関西大学では、外国人留学生の国内就職ならびに日本社会への定着を考えるべく、CARES     

コンソーシアム*が推進する 2 つの事業「CARES-Osaka」「SUCCESS－Osaka」のフォーラム・シンポジウム

を 1月 23日（火）に梅田キャンパスにて開催します。 

 

 

 

日本政府は 2008年に「留学生 30万人計画」を策定し、また「日本再興戦略」では、日本における外国人材の

活用、留学生の受入れ、就職・生活支援の強化が謳われています。留学生の国内就職における採用率の伸び悩み

と就職後の定着化は喫緊の課題であり、その課題解決に向けた大学の役割は極めて大きいといえます。 

今回のフォーラムおよびシンポジウムでは、外国人材の獲得戦略にとどまらず、卒業（就職）後の日本社会で

の定着に焦点をあてた講演およびディスカッションを行います。外国人留学生を抱える機関に所属する方を  

はじめ、社会人として活躍している元留学生や専門家を招き、現在の取組事例を紹介しながら、それぞれの見識

を語っていただきます。外国人留学生が日本社会に定着するために立ちはだかる「異文化コミュニケーション」

という壁をどう乗り越えていくのか、入学後の生活支援と卒業後の定着支援について考えます。 

つきましてはご多忙の折恐縮ですが、取材のご検討をお願い申し上げます。 

記 

【日時・場所】 1月23日（火）・関西大学梅田キャンパス（大阪市北区鶴野町1-5） 

①CARESフォーラムin大阪 12：20～15：10 於： 4階 多目的ホール 

②留学生就職シンポジウム  15：40～18：00 於： 8階 KANDAI Me RISEホール 

【①の概要】 メインテーマ：「外国人留学生の卒業後の定着を考える」 

〔基調講演〕「留学生の卒業後を考える 定着支援に関する現状と課題」：田村 太郎氏（ダイバーシティ研究所代表理事） 
〔ラウンドテーブル〕「元留学生（現社会人）の立場から考える外国人留学生の生活・定着の課題と支援の在り方」 

〔講演１〕「国際交流寮の現在（いま）」：秋元 伸介氏（株式会社共立メンテナンス 寮事業本部関西支店支店長） 

〔講演２〕「大阪府国際交流財団による外国人への災害時支援と今後の課題」 

     ：小髙 將根氏（OFIX：公益財団法人 大阪府国際交流財団理事長） 

〔住環境・就職支援事業採択校サミット〕 

参加団体：大学コンソーシアム京都、ひろしま国際センター、長崎大学、琉球大学、関西大学（CARES-Osaka*） 
【②の概要】 メインテーマ：「拡大する高度人材活用の獲得と定着」 

〔講演１〕「高度人材の定着・活用について」 

：松島 良寛氏（ブラザー工業株式会社人事部採用教育グループ シニア・チーム・マネージャー） 

〔講演２〕「大阪企業における人材確保と外国人材の活用に関する調査報告（速報）」 

     ：越村 惣次郎氏（大阪府商工労働部 大阪産業経済リサーチセンター主任研究員） 

〔ディスカッション〕「留学生からの問題提起～留学生が作った求人票はこうなる～」 

     留学生の不安・興味・関心を刺激する情報戦略について、留学生が作った求人票の項目を発表する。 

 

以 上 
※当日の取材をご希望の方は、お手数ですが下記お問い合わせ先までご連絡をお願いいたします。 

留学生、就職・キャリア支援、シンポジウム 2018 年 1月 19日／No.51 

・国内就職を目指す外国人留学生を抱えるステークホルダーや元留学生、専門家を講演者として招聘 
・外国人留学生の卒業後の生活・定着支援について、その現状と課題を議論 
・「留学生30万人計画」の実現に向けた、産・官・学の役割や連携の在り方を考える 

 
本件の 

ポイント 
 

ケ ア ー ズ 



 

■ CARESコンソーシアムとは 

文部科学省からの委託事業として、大阪にある 4大学（関西大学・大阪大学・大阪府立大学・大阪市立大学）・

企業・自治体で構成する組織。大阪の留学生の増加を促進し、留学生が卒業後も日本で就職し、大阪の地域   

住民とともに共生する「大阪＝第二のふるさと」の創生を支援することを目的とする。 

◇ 同コンソーシアムが推進する 2つの事業 

・「CARES-Osaka」とは 

産・官・学・金・地コンソーシアム参画組織それぞれの強みを生かし、また単独では脆弱な側面を互いに

補い合いながら留学生の就職・住環境支援体制を強化していく事業。具体的には、①優秀な（正規入学）   

留学生の獲得、②日本・日系企業で活躍する優秀なグローバル人材としての輩出、③地域に溶け込み「共生 

するOsaka Residents（地域住民）」として生活していくプロセスを、総括的かつロングスパンで下支えする

（=ケアする）取組みを推進している。 

〔CARES-Osakaウェブサイト〕http://www.kansai-u.ac.jp/CARES-Osaka/ 

・「SUCCESS-Osaka」とは 

日本国内企業で採用された、離職リスクのない高度外国人人材のキャリアサポートを目的とし、①大学を

基盤とした教育・研修カリキュラムを構築、実施する（キャリア教育、インターンシップ開発、ビジネス   

日本語）、②国内外の企業の支援および内定・就職後の人材の支援を行う。企業・経済団体・自治体等で構成

されるCARESコンソーシアムが取り組む事業として、日本国内でのキャリアを視野に入れる留学生を確実

に成功（SUCCESS）へと導いていく。 

 

以 上 


